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　 This　study 　aims 〔1）to　clarify　needs 　for　ch 照 ren
’
s　play　space 　with 　play　leaders　as　wel ｝as　the　actual

use 　and 　evaluation 　of 　users ，　and （2）t〔，　consider 　how 　the　children
’
s　play　space 　in　future　should 　be，　The

aUthOrS 　SeleCted
’唖Play−SCI／00r ’

OperaLed 　by　the　Play−SChOOI　FOUndatiOn．　The　findingS　Of　OUr 　reSearCh

based　on　the　results　of　Lhe　quest．ionnaire　sent 　to　and 　co 旦lected　fr〔｝m 　pareIlts　at　the　Play−School　are　as

follows：

　1）The　parenしs “航o　were 　not　satisfied 　With　neighborhood 　play　space 　and 　worried 　abollt 　chi】〔iren
’
s

play　itself　sent　their　children 　to　the　Play−School，

　2）The 　respondents 　state 　that　they　chose 　the　Play−School　main ［y　because　of 　the　contents 　of　play　as

well　as　the　presence　of　play　ieaders；they 　highly　evaluated 　the　play　activities 　offered 　by　the　Play−SchDo！

and 　the　quahty　oftheir 　children
¶
s　play　mate ，

　3）Most　of 　the　respond ∈nts 　regard 　the　play 　leaders　as 　their　children
，
s　senior 　play　mates ，　or 　seniors

who 　 are 　tasked　t〔｝ teacll　a　iot　of 　things　 other 　than 　play「ln　other 　words ，　the 　parents　 appreciate 　their

presence．

　4）Mal／y σf　the　parents 　 hope　 that　the 　 children
’
s　 play　space 　 is　 located　 within 　 an 　 area 　 of 　their

children
’
s　daily　activities 　and 　easily　available 　free〔｝f　charge ．

　　　　　　　　　　　 （Received　September　2，1999；Accepted　ln　revised 　form　March 　29
，
2000）
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　1．緒 　 言

　子 ども
’ 1

に と っ て 「遊び」は ，身体的，精神的お よ

び社会的な成長発達上 欠か す こ との で きない 重要な役

割を担 っ て い る ．本来 ， 子 ど もの 遊 びは ， 子 どもた ち

に よ り自然発生的に展開 され て い くもの で ある，しか

’ ：

本研究 で は
， 自発的 に ひ とりで 屋外遊 び が で きる 年

　齢 に 到 達 し，そ の 遊 び 行 動 が 地 域 に 限 定 さ れ る こ と

　 の 多い 小学 生 を 「子 ど も」 と して 取 り扱う．

し， 今 日で は ， 子 どもの遊び空間 ・遊び仲間 ・遊び時

間が減少 し，遊 び方法を知らない 子 どもが 増加 して い

る ため ，地域 に お け る子 ど もの 自然発生的な遊 びは 失

われ つ つ あり，遊べ ない 子 ど もが増 えて い る．また，

地域 に お ける 子 ど もの 遊 び場 の 代表ともい え る 公園は，

人 工 的 に 整備 され た ス ペ ー
ス が大部分を占め る うえ ，

禁止事項が 多く，子 どもが自由に遊べ る場所とはなっ

て い な い ．さら に，子 どもを狙っ た 凶悪 な犯罪 も増加
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表 1．調査対象の 概 要

雑創の 森プ レイ ス ク
ー

ル 福岡 プ レイ ス ク ール

（1996 年 11 月現在 ） （1997 年 11 月現在）

活動母体 財 団法 人 プ レイ ス クール協 会

立地 郊外 都心

閣設年 1977 年 1976 年

所在地 京都府京 田辺 市大住 福 岡市中央 区今泉

周辺環境 大阪や京都の ベ
ッ ドタウン として 商業・業務集積地区である天 神

開発 され た 郊外住 宅地に 隣接 に 隣接 し，周 辺 は 車の 交 通 量

し，森 や池など豊か な 自然に 開 が 多 く密集 した 中 高層 集 合 住

まれ てい る 宅に 囲まれ てい る

会 員数 115 名 45 名

会 費 8，000 円／ 月 8，0QO 円／ 月

曜 日 ・
時間 上曜 日　 14：00酬 7 ：00 土曜 日　 14；OD〜17；00

水曜 日　 15 ：30〜18 ：00

プレイリ
ー
ダ
ー

常勤 4 人，ボ ランティア数名 常勤 ユ 人，アルバ イト2 名

活動単位 各クラブに分かれ て活動 水曜 日は 自由遊び．土曜 日は 各

クラブに　か れ て活動

活 動 内 容 崖 に ロ ープ ・ネ ッ トを 張 り基 公 園 で キ ッ クベ ース ボール ・ド

地作 り、手 づ く りい か だで 魚 ッ ジボー一ル ・なわ とび ・宝 探

釣 り、水 晶 探 し ，竹 とん ぼ作 し．市民 プ ール ・児 童 会館 へ
り、メ ン コ 作 りと メ ン コ 遊び 、行 く 、ス ライ ム作 り、折 り紙 、
草木 染 め 、紙 す き 、電磁 石 作 ビー玉 ．ビーズ エ作、リ リア

り、巨大 シャ ボ ン 玉 作 り、ド ン 編 み．電気工 作、ラ ジ オ エ

ツ ジ ボ ー
ル 等 作、木 工作、パ ン 作 り等

特別活動 キ ャ ン プ ，ナイ トハ イク，ザ キ ャ ン プ ，サイ ク リン グ ，ス

〔日 曜日や長期 イ ク リン グ，ス キーツ ア
・一，キ ー

ツ ア
ー，人形劇場，もち

休暇中に実施） 木 津川い か だ下 り，凧 Lげ等 つ き，予ども市等

その 他 幼 児クラス （・1，5 歳）あ り 乳幼児鴕〜5 歳 ）クラス あり

幼 稚 園が併設 され て いる 屋 外 遊び 場 として借地 してい た

隣地 が売 却 され ，屋 外 遊 び 場 は

ほとん ど残 されて い ない

して お り，了
・ど もが屋外 で 遊 ぶ の も不 自由な状況 に な

っ て きて い る．こ の よ うに，今 日の 子どもを取 り巻 く

様 々 な状況をみ て くる と，現在，必要と さ れ て い る子

どもの 遊 び 場 と は，従来 の よ う に単に施設 を整備 した

だけ の遊び場で はな く，積極的に大入が関わ り，遊び

の 面白さを伝え て い くこ と に よ っ て
， 本来の 遊 び を 回

復 して い くこ とを目指す もの で なけれ ば な らな い ．

　本研究で は，こ れか らの 子どもの 遊 び場 の あ り方と

して
， 「大人が プ レ イリ

ーダ ーとして常駐 し， 遊 び に

関わ り ・見守る こ と」が重要 で ある と考える．「プ レ

イ リーダー」 の
．
般 的 な定義は な い が

1．12．
，本研 究 で

は，単な る 子どもの 「遊 ばせ 屋」で はなく，そ の役割

を 「子 どもの 遊 び心を刺激する環境をつ くり，安全 を

管理 し，ケ ガ な どの 事態 に 対応 し， 遊 び 場 に 地 域 の 大

人を引 き寄せ る こ と」で ある と位 置付ける．

　 プ レ イ リ
ー

ダ
ー

の い る 子 どもの 遊 び場 は ，デ ン マ
ー

ク に お い て 「廃材遊び場」と して始め ら れ た の をき っ

か けに ，そ の 後，「冒険遊び場」 と呼ば れ 世界各地 に

広 が りを 見 せ た
：EI，日本 で は

，
1970年代 半ば頃 か ら，

住民 と行政 の 協同運営 に よ る プ レーパ ーク （羽根木 ・

世田谷 ・駒沢 は らっ ぱ）や，財 団法人の 運営 に よ る プ

レ イ ス ク
ー

ル （福岡
・京都 ・国分寺〉などが開設 され，

近年，徐 々 に各地 に広が りをみ せ て い る．

　本研究は、研究対象と して 「専任の常勤プ レ イ リー

ダー」が 配置 さ れ，「20年以 上前か ら プ レ イリ
ーダ ー

の い る遊 び場 として活動を続け，先駆的存在」で あ る

プ レ イス ク
ー

ル を選 び，プ レ イリ
ー

ダ
ー

の い る子 ども

の 遊 び 場 の 利用実態お よ び 保護者 の ニ ーズ と評 価 を 通

して，プ レ イス ク
ー

ル の 成立要件 を明らか に する とと

もに，プ レ イ リ
ー

ダ
ー

の い る子 どもの 遊び場 の 今後 の

あり方に つ い て検討する こ とを目的として い る ．

　子 ど もの 遊 び場に関する空間計画系の 研 究 は ，こ れ

まで数多 くな され て い る
斗 1

．例 えば，仙田 等
冊 『 1

は，

遊び時間 ・仲間 ・空間 ・方法の 4 要素に つ い て ，全国

で 遊 び 場環境 の 実態調査 を 継続 的 に 行 い ，遊 び 環境 の

悪化が量的変化と質的変化の 二側面で進ん で い る こ と

を指摘 して い る．しか し，本研究 の i題 で ある プ レ イ

リーダー
の い る 遊 び 場 に 関す る 研究 につ い て い え ば ，

研究対象となる遊 び場が少数で あるため，そ の既往研

究 も少な い ．そ の な か で も，長山
S ，Y’Cま

，
羽 根木 プ レ

ーパ ー
ク に おける子 ど もの 行動軌跡 を通 して ， 遊具 や

・

プ レ イ リ
ー

ダ
ー

の 重要性 を明 らかに して い るが，利用

者の 評価や プ レ イ リーダーの 役割に つ い て は言及し て

い ない ．また ，児童館 も指導員 （プ レ イ リ
ーダー）が

常駐する遊 び 場 とみ なす こ と が で きる が，児童館 を対

象と し た既往研究は ，施設の 使わ れ 方
1／’ILI ／

，利用者の

誘致圏を言及す る もの
［川 31

が 111心で ，指導員 （プ レ イ

リ
ーダー

）の 役割 に注 日 した 研究 は み られ ない ．

　2．調査方法

　（1） 調査対象の 概要

　本研究 で は，財 団法人プ レ イス ク
ー

ル 協会が運営 す

る 2 ヵ所の 会員制プ レ イ ス クール を調査の 対象と した．

〔賄 プ レ イス クール協会は ，1976年に専任の プ レ イリ

ーダー
を配 した 子 ど もの 遊 び場 を開設 し，198ユ年に

財 団法人 として認可 され，子どもの 遊 び環境づ くりに

先駆的に 取 り組ん で い る団体で あ る，そ の 主要な業務

は
， 遊 び 場 の 運営 ， 機 関誌 の 発行 ，

プ レ イ リーダー
の

資格認定，各地 の 遊 び 場 との 情報 交換等で あ る．

　調査の 対象は ，大都市郊外 に 立 地する 「雑創の 森プ

レ イス ク
ー

ル 」（以 下 ［雑創］と 記 す） と，都心 に 立

地す る 「福岡プ レ イス ク
ー

ル 」（以 下 ［福岡］と記す）

で あ る （表 1）．

　郊外に立地する ［雑創］は，深 い 谷川 に傾斜する 自

然豊か な丘 陵地 に位置する．周辺 は 大阪や 京都の 都心

部 の ベ ッ ドタ ウ ン と して 30 年 ほ ど前 か ら宅地 開発 が

34 （498）
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進む地域で ある．活動は，森を利用 した冒険遊び や基

地遊び，併設 の 工房 で の モ ノづ くり等を， 各ク ラ ブ に

分か れ て行 っ て い る．活動回数は 週 1 回，土曜日で あ

る．

　都心 に立地する ［福岡］は，天神地区に 隣接する商

業 ・業務施設集積地 に 位置す る．周辺 は 自動 車交通量

が多 く，中高層集合住宅が密集 して い る．プ レ イス ク

ール の 建物や 屋 外遊 び場が狭い た め ，近隣 の 公共施設

や公園，海等に 遊 びの フ ィ
ール ドを広げて活動する こ

とも多い ．また，け ん だ まや 九州地方 の こ ま遊 びを活

動に取 り入 れ ，伝承遊びに も力を注い で い る．活動回

数 は 週 2回 で ，水曜 目は 自由遊 び，土曜 口は 各ク ラ ブ

に分かれ て 活動 して い る，

　プ レ イ ス クール の活動は，プ レ イリ
ー

ダ
ー

がそ の 日

の 遊 びの メ ニ ュ
ーを了どもに 提案す る が ，了

・
ども に押

しつ けるの で はな く，子どもの 自主性 と創造性 を尊重

し，子 どもの 意 見を積極的 に取 り人れ て い る．また，

遊 び の 流 れ に よ り途中で 遊 び が 大幅に変更 さ れ る こ と

も少 な くない ．

　プ レ イ ス ク
ー

ル に お い て子 どもに 人気 の あ る 遊び の

例 をあげて み る （子 どもへ の ヒ ア リ ン グ結果よ り
tL ’

）．

［雑 創］で は，キ ャ ン プ ，モ ノづ くり，森で の 冒険，

火 を使 っ た遊 び （おや つ づ くり，煙 ば くだ ん 等〉，基

地づ くり，色々 な所 へ 行 くこ と （水晶掘 りや釣 り，街

探検等），大勢の 友だちと遊ぶ こ と等，森とい う自然

環境 をい か した活動や 工房を利用 した活動に 入気があ

る ．匚福岡ユで は，工 作，お 出かけ （周辺 の 公園，図

書館 ， 児童館等に 遊 び に行 くこ と ），
ド ッ ジ ボ ール

，

野球，料理，友だ ち と遊 ぶ こ と ・お しゃ べ りする こ と

等，集団遊 びや ，家 で はで きな い ような遊 び に 人気が

ある．い ずれ の プ レ イス クール で も，道具工 具類が 自

由に使 えるの で ，低学年 の 子 ど もで も刃物 の 使 い 方 を

習得 し，い ろ い ろ な 刃物が使 える よ うに なる ．また，

窄 1
各プ レ イス クール 小 学生 会員の な か か ら 無作為 に 回

　 答者 を選 び，調 査 員 が 調 査 シ
ートの 質問 項 目 に 従 い

　 ヒ ア リ ン グ を実施
］4 ．［雑創」： 回答率 5L3 ％ 〔回答

　者数 59 人／全会員数 115人 ），実施 日 ：1996．ll／3〔〕，
　 12／7．［福岡］：回答率 62．2％ 〔回答者数 28 人／全 会

　 員 数 45 人），実施 日 ：1997．　10／15，10f18，質 問 項

　 目 ：属性，人 会理 由，プ レ イ ス ク
ー

ル の 楽 しい とこ

　 ろ，プ レ イ ス クール で しか で き な い こ と，プ レ イ リ

　
ーダーは どん な 人，プ レ イス ク

ー
ル を休 み た い と き，

　 プ レ イ ス ク
ー

ル は ど ん な と こ ろ ，プ レ イ ス ク
ー

ル ・

　学校
・家 で の 自分 像，放 課後の 遊 び （場所 ，遊 び相

　 手，遊 び仲間），自然体験等，

表 2．調査方法 の 概要

調 査 名 保 護者対 象 ア ンケ
ー

ト調 査

調査対 象 ［雑創 ］ ［福 岡 ］

調査期 間 　　 　 1996 年

1レ 28（金）〜12 ！10（火）

　 　　 1997 年

ll〆20 （木）〜11〆30（日）

調査 対象者 母親ま た は 母親に あ た る人

調査方 法 ア ン ケ ー一
ト用紙 留置自記法 　郵送配 布 ・回 収

配布 数
1） 2＞

：a 94 票 37 票

回収 数 b 69 票 23 票

未回収 数 ；a
−b 25 票 14票

総回収 率 ：a／b 73．斗％ 62．2％

1） きょうだい で プ レイス ク
ー

ル に 在籍して い る世 帯もあるの で ．配 布数

　 は全小 学生会員数（［雑創］115 人，［福岡ユ45 人）より少ない ．
2） きょ うだい 在籍世帯の 場合，子 どもに 関 する質 問 は，［雑創］

．
年 長児，

　 【福岡］：年少児に つ い て 回答して もらっ た．

火 を使 っ た活動が頻 繁に なされ るため ， 火 の 扱い 方 も

E手に な る．こ の ように，遊び を通して 豊かな経験を

積 め る こ とが ，
プ レ イス ク

ー
ル の 活動 の 特徴で ある，

　  　調査方法 の 概 要

　プ レ イ ス クール を利用 して い る小学生 の 保護者を対

象と して ，ア ン ケ ー
ト調査を実施 した．調査の 概 要 は

表 2 の とお りで あ る．調査期間 は ［雑創］1996年 ll

月，［福岡コ1997年 11 月，回収数は ［雑創］69 票，

「福岡123票 で ある．

　なお，本調査 に先 立ち，子ど もへ の ヒ ア リン グ
＊ z．1’L．

，

プ レ イ リ
ー

ダーへ の ヒ ア リン グ
’　，’L
，プ レ イス クール の

活動観察
＊　’a

を実施 した．

　3．結果 お よび考察

　（1） 回答世帯の 概 要

  基本属性

　調査回答世帯の 基本属性 は表 3 の とお りで あ る．対

象 と した児童の学年は ，「低学年」が ［雑創］58％ ，

［福岡］87％で ，性 別 は 両者 と も 「男子」が若 干多い ．

母親の 有職率は，［雑創］26％ ，L福剛 35％ で ある ．

家族型は，両者 とも 「核家族 1が 大半を占め る．住宅

形式で は，［雑創］は 「1 戸建 て （73％ ）」が 多 く，

［福岡ユは 「集 合住宅 （83％）」が圧倒 的 に 多い ，

’　1／
主任 プ レ イ リーダーを対 象に，ヒ ア リ ン グ を実施．

　 実施 日 ：［雑創］ 1996．6／7，［福 岡］1997．7／2．質問

　 項 凵 ：設 立 経緯。活動 の 方針 ，活動 内容，プ レ イ リ

　
ー

ダ
ー

の 子 どもへ の 関 わ り方，会員の 特徴，地 域 の

　 様子等．
’　’1

調査 員が プ レ イ リーダ…と して プ レ イ ス ク
ー

ル の 活

　 動 に 加わ り，子 ど もた ちの 遊 び の 様 了
・
を観察．実施

　 囗　：　［雑倉［1］　1996．10／5　・12　・19　・26　・27，　言1
．5　0 ，

　 ［福剛 1997．7／2 ・5，10／15・18，計 4 囗，
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表 3．回答世帯 の 基本属性

［雑創］ N＝ 69 匚福 岡 ］ N＝23

学 　年 低学 年

高学年

58％

42％

87％

13鮎

対

象

児

童

性 　別 男子

女 子

64％

36％

65鮎

35％

母親 i父親

N＝69　…　 　 　 Nニ 69
母親 i 父 親

N＝ 231N ＝21D　　 ．
年 　齢　　 （平 均値） 40，7歳 …44．2歳 39．8歳 i4L7 歳

有職 26％　 ig8 ％ 35鮪　 1100 ％

両

親

職　業

「
肇社員・公務員

…自暫 自由業
I　 oi

ハ
ー

ト

…内 職

旨そ の 他
L

1鴨 r80％
4酬 12％

・・ 1 ・・

12％ iO ％

6％　 1　 　 　 　 6％

糊 ・6・

9％　 1　 24脇

17鮪 io ％
　 　 10

％　
1
　 0％

4％　 　　 0％
　　 　

無職 59脇 1　 0％
　 　 1

65％ i　 O％

不明 15％　　　 3％
　　　　．・國」・L」．．
0％　 i　 o％　　．

家

族

構

成

家族型 核家 族

世代 家族

不 明

84％

15％

1覧

87％

13％

0％

家族人 数 （平 均 値） 4．4人 3．9人
子 ども人 数 〔平 均 値） 2．2人 1．8人

住

宅

住 宅形 式 1 戸 建て

集合 住宅

不 明

73％

23％

4％

1了覧

83％

0％

1） ［福岡］では 父親不 在世 帯があるため，父親はN ＝21 であ る

　  居住地分布

　利用者の 自宅を地図 上 に プ ロ ッ トす ると ともに ， 自

宅か ら プ レ イス クール まで の 直線 距離 を算出 した．自

宅からプ レ イス ク
ー

ル まで の 平均直線距離を累積比率

で 表した もの が図 1で ある．

　居住地の 分布は ，［雑創］が ［福岡］よ りも広域 で

あ る．［雑創］は 1km 圏内が 35％，2k エn 圏内は 46％

を占め るが，4km 圏外 も 30％ と高 い 割合を占め て い

る．隣接する新興住宅地 に居住す る子 ど も もい れば，

遠 くは 10km 以 ヒ離れ た奈良市や 京都 市に居住する

子 ど ももみ られ ，最 も遠 い 子 どもは 14km 離れ た と

こ ろ に 居住 して い る．プ レ イリ
ー

ダ
ー

の 話 に よると，

隣接の 新興住宅地 で は 世帯 の 高齢化 に伴 い 少子 化が進

ん で い るため，年々 ，遠方か ら通 う予どもの割合が増

加 して い る とい うこ とで ある．一方，［福岡］は
，

1

km 圏 内が 57％ で，特に 500　m 圏内が 43％ を占め て

お り，回答者 の 子 ど も は 全 員 4km 圏 内 に 居住 して い

る．［福岡］は ，周 辺 に高密 な集 合住 宅が多い こ と，

週 2 回 の 活動 に参加が可能な こ と等が要因 となり，比

較的近隣に居住す る子どもの 割合が高 くな っ て い る と

考えられ る．

　（2） 放課後の 子 ど もの 遊 び 状況

　次に，プ レ イ ス クール を利用す る 子 ど もの
， 放課後

 

100

80

60

40

20

0

1◎0　 100100

一一e．5  　 〜1  　 　一2  　 　〜3  　 　〜4km 　 4km 一

平 均 値 ：　［雑創］　3．3km，（低 学年 4．1km ，高学 年 2．1km ）

　 　 　 　 ［福 岡］　1．4km，（低 学年 1．4km ，高学年 1．3km）

図 1．自宅か ら プ レ イ ス クー
ル まで の 直線 距離

　　　（累積比率）

表 4．塾 ・お けい こ事へ の 参加状況

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単位 ： x （実数》

［雑創］ ［福岡］

参加
け 82 （56）

．
96 （22）

「

1回／週

…2回 ／週

…徊 纒

国回 ／週．
」5回／週

25 （17）1
19 （13）…
22 （15）19

　 （6） 】

7 （5）1

30　 （7）
26　 
26　 （6｝
13　（3＞
0　（0）

不参加 17 （12）
1

窪　（D
不明

　 　 　 ト

1　 （D0 　 （0）

合計 100 （69） 上00 （23）

平均回数
2｝ 2．5回 　 12 ．2圃

1）プレイスク
ー

ル へ の 参加 を除く

2）参 加 と回 答 した者 の み の 平 均 回数

の 遊び の 現状に つ い て み て お きた い ．以 卜
’
で 取 り上げ

る   塾 ・おけ い こ事へ の 参加状況 に よっ て 遊 び時間

の 現状 を，  居住地周辺の遊 び場 に対する 不 満に よ

っ て遊び空間 の 現状を，  最近 の 子 ど もの 遊 び に対

する 意見 に よ っ て 遊び の 状況 を うか が い 知る 助 け に な

ると考え られる．

　  塾 ・おけい こ 事へ の参加状況

　塾や お けい こ事 に参加 し て い る割合は
， ［雑創］82

％ ［福岡］96％ で ある （表 4＞． 1 週 間 の 参加 回数 の

平均は ，［雑創］2．5 回，［福 岡］2，2 回で あ る （参加

者 の み ）．［福岡］は ，プ レ イス ク
ー

ル の 活動が週 2 回

あるため ，他の おけ い こ 事や 塾へ の 参加が ［雑創］よ

り少な くな っ て い る と考え られ る．また
， 「週 4〜5 回」

とい う回答もみ ら れ
， 多忙な子 ど もの 様子が うかがえ

る．

  居住地周辺 の 遊 び 場 に 対す る 不満

　居住地 周辺 の 遊 び場 に対す る不満 を表 5 に示す．

36 （500）
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プレ イ リ
ー

ダ
ー

の い る子 どもの 遊 び場 に 対す る ニ ーズ と評価

表 5．居住地周辺 の 遊 び場 に 対す る不満
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　不 明 を除 く，単位 ／ SC（実数 ）

［雑創ユ i［福剛 ・
x2

N＝6フ　 …
　 　 　 3 閥；22 検 定

特に 不満はない 22 （15＞1
　 　 　 …

0 （O） ＊

不 満あ り　「」i」i 　7B （52 ＞…・・・・…　　　L・・　　」十・lOO （22）　　　　　　　　　　− −1■−「−「■■■■■− ■■■■■■■■■
…不満の 内容 （複 数回 答）　　　　．國」齟．L．齟」」」i N≡52　 1

　 　 　 千

　−「
N；22r

齟」」．」
齟．．旨．．．．．．．
　　　　　　　　　　　　「 「．．．「−」
自然の ままの 遊び場が ない

．L齟
69 （36 ）… 68 （15）

… 近 所に 子 どもの 遊び場が ない 35 （18）…54 （14） ＊＊

…遊 び場 に友 だちが い な い 44 （23）…田 （4）
1 子 ど もを見守 る大 人が遊 び場 に い な い 29 （15）… 2：弖 （5）

…遊 び場が 狭 い
　　　．
29 （15） 23 （5）

…面 白い 遊 具が な い 29 （15）1　　　．9 （2）
1 遊 びに 関す る規制が多 い 29q5 ）： 5 （D
1周辺 に車 が 多 く危険で ある

眼 　 96 （2D 一
1　1　1　．　
1　層　．　．　．

雨の 日に 遊ぶ場 所がな L弾
不審者が い る

豪

一　　 …
一　 …

46 （10）
46 （10）

：

i死角が多 い
肖 一　　 …：12 の

一

…中高 生の た ま り場 に な っ て い る
※

　　　 …
一　 …9 〔2）

一

E
　　　　　　　　　　　　　　　　　．
整備 され て い ない

※ ＿　 　 …　　　35 〔DT

その 他 6　〔3）I　 g　（2＞

表 7．入会理由

　 　 　 　 　 　 　複 数回 答 ，単位 ：N （実数）

匚雑創］
N＝69

… ［福岡］
… が　　　　」

… 図＝23　 1検定

積

極

的

理

由

楽 し そ う （面 白そ う） だか ら

色 々 な遊びを教 え て くれ るか ら

自然の 中 で思 いき り遊 べ るか ら

遊 ぶ時 間 を持た せ たい か ら

プ レ イ リ
ー

ダ
ー

が い て ，安心 だ か ら

…子 どもが行 きた い と言っ たか ら

86 （59｝…
64 （44 ｝…

9L （63｝…

4・匹（霧 

48 （33）
42 （29）

　 83 （19）…．
83 （19）旨・・

1　　　　　　　　　　　　　．
　 39 （9）　 ＊ ＊

… 70 （16）1 ・・

… 52 （12）i
　 26 （6＞

　

　

　

　

　

　「

消

極

的

理

由

　…

近所に 遊び場が ない か ら

近所に 友だちが い ない か ら

子 ど もが友だち 作 りが下 手 だか ら

冢の 中で ば か り遊ぷか ら

親が忙 し く て 子 ど もと遊 ぺ ない か ら

子 どもが家にい な い 方が楽だ か ら　　　　．−．

20 （14）
10 （7）
13  

10 （7）
4 （3）

o （o）

52q2 ）i ＊

39   il7
（・）ll3
  i　　　：

B （3）i4
．．q当＿＿

そ

の

他

子 ど もの 友 だち が通 っ て い るか ら

き ょ うだい が通 っ てい るか ら

…その 他

　　．．．．
10  

9 （6）

1 （1）

ロ （4） …

13 （3）　　　．
13 （3）…

［雑創］と［福 岡］の クロス におい て x2 検定：＊；pくO．05．牌 p くO．01

【雑創］と［福岡］の ク ロ ス におい て κ
1

検定 ： ＋／pく0、05，＃ ：pく0．01
※ ：［福剛 の み に 質問した項 目

表 6．最近 の 子 ど もの 遊 び に 対す る自由意見

　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　 （複 数 回 答 ）

［雑創］　 Q遊 びが受 動的，自主的 に 遊べ な い ，遊び を考え 出せ

　　　 　　ない （15）

　　　 　○テ レ ビゲ
ー

ム の ような室内遊び が 多い （131
　　　 　0 あ ま り外 遊び を し ない （13）

　　　 　O異年齢で 遊ばない （11）

　　　 　○外で 遊 べ
る空間が減 っ て い る （9）

　　　 　Q 約束 し ない と遊 べ ない ，電 話 を 使 っ て約 束 す る （8）

　　　 　○ 体 を使 っ た遊 び を しない （7）

　　　 　○ 遊び 時 間 が 少 な い （6）

　　　 　0 多人数で 遊 ば ない  

　　　 　O お 金 の か か る遊 び をす る こ と（5）

　　　 　O 同 じ部 屋 に 集 ま っ て い て も，バ ラ バ ラに 遊 ん で い

　　　 　 た りす る こ とが 多 く，本 を読ん で い る 子，ゲーム

　　　 　　を して い る子等，た くさんの なかの 1 人 で 遊ぶ （5）
　　　　0 ス ケ ジュー

ル を調 整 しな が ら遊ぶ （5）
　　　 　O 遊び が長続 き しない （2）
　　　 　○ 人 を傷 つ け る よ うな 言葉 を平 気 で 言 う（D
　　　 O け が を こ わ が る （1）

　　　 ○ 汚れ る遊 び を い や が る （1）

［福岡］　 ○遊ぶ 時間がない （6）

　　　　○ 外は 危 険 が 多 く（車，犯 罪，不 審者 ）遊 ばせ られ な

　　 　　　い （5）

　　 　　○室 内 で テ レ ビゲーム をす る こ とが 多い （3）

　　　　0 遊 ぱせ よ う と思 うと 親が わ ざわ ざ公 園 まで 連れ て

　　 　　　い か ない とい けない （3）

　　 　　○遊 び場が ない （3）

　　 　　○ 遊ぶ 友だ ちが い ない （3）

　　 　　○ 公 園で は 子 ど もが 安心 し て 、自由に 遊べ ない （2）

［雑創］：69 嵐帯 中 59世帯回答，［福岡］：23 世帯中 16 世帯回答

（　 ）内 の 数字は 回答数を示す ：類似する回答をまとめ たもの

「特 に 不満 を感 じな い 」 と い う回答は，［雑創］で は

22％ で あ る が，都心立地 の ［福岡｝で は 0 ％ で
， す べ

て の 回答者が居住地周辺 の 遊 び 場 に 対 し何 ら かの 不満

を持 っ て い る こ とが わか る （ρ＜ 0．05＞．

　不満の 内容を プ レ イス クー
ル 別 に み る と，［雑創］

は 多い 順 に，「自然の ま まの 遊び場が な い （69％ ）」

「遊 び場に友だち が い な い （44％ ）」「近 所 に 子 ど もの

遊 び 場 が な い （35％ 〉」で あ る ，［福岡1 は ，「周辺に

車が多く危険 で ある （96％ ）」が圧倒的に 多 く，「自然

の ままの 遊 び 場 が な い （68％〉」「近所 に 子 ど もの 遊 び

場が ない （64％）」と 続 い て い る．また，「その 他」の

自由回答と して 「公園が外 か ら見え に くい ため ，危険

を感 じる」 とい う，防犯面の 不満もあげられ て い る．

　  最近の 了・どもの遊び に対する意見

　プ レ イス クー
ル を利用 して い る子 どもの 保護者は，

最近 の 子どもの 遊 びをどの ように感 じて い る の か 自由

意見 を求め た 俵 6）．［雑創］69 世帯 中 59 世帯 ，［福

岡］23 世帯中 16 世帯か ら回答が得られた，

　 プ レ イス ク
ー

ル 別に み ると，［雑創］で は，「遊び が

受動的，自主的に遊 べ な い
， 遊 び を考え出 せ な い 」

「テ レ ビ ゲ
ーム の ような室内遊びが多 い 」「あ まり外遊

び をしな い 」「異年齢で 遊 ばない 」「約束を しな い と遊

べ な い 」等，現 在の 子 ど もの 遊 び方法 に 対 し不安 を示

す意見が 目立 つ ．［福岡］で は ，「外 は危険が多 く （車，

犯罪 ， 不審者）遊 ば せ られな い 」「遊 ばせ よ うと思 う

と親が わざわ ざ公園まで 連れ て い か な い とい けな い 」

「遊 び場がな い 」「公園で は子どもが 安心 して 自由に 遊

べ な い 」等 ， 遊 び 場 ・空間 に対す る不安 を示す意見が

多くみ ら れ る，

　（3） 入会理 由

　プ レ イス ク ール へ の 入会を決め た 理由を ［積極的理

由］［消極的理 由］［そ の 他1 に分類 し，表 7 に 示す．

　両 プ レ イ ス クール で 半数 以 上 が ，活動 内容 に関連す

る 「楽 しそ う （面 白そ う） だか ら」「色 々 な遊 び を教
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表 8．活動へ の参加状況 o％　　　　　ao靨　　　　 40％　　　　 60 ％ aQ弱　 　 　 ｛OO％

［雑創］ N＝68 ［福 岡 ］N＝23

参加回数 覧 （実数 ） 参加 回 数 1 ％ （実 教 ）

4回／月 56　 （38） 7〜8回／月 i43　 （1ω

3回／月 29　 （20） 5〜6回／月 22　 （5）
2回／月 lO　 （7） 3− 4回 ／月 30　  h

　 1回／月 3　 （2） 1〜2回／月 4　 （1）冒
　 そ の他 　 11 　 （1） 一 一 ｝

活動 回数 ： 4回／月 活動回数 ：8回／月

筋 20％　　　　 4011

　　　　160g

・a　　　　 BO4s　　　　 ieo／6

・繍 囲
一

縢 螻 攤驪 鑼蟹

［攜岡 ：IN．23 ：　 3r、　　　　　　　 26 　　 t3

　 　 　 　 1

　 　 　 　 il 鴛歩　 　 　
’

ve　Z の 車 　囈 パ ス
・1
薩肇

図 2．自宅 か ら プ レ イ ス クール まで の 交通手段

；雑創ユN裕 9　　　　 35

牆 闘 陟 23　　　
．
52

’．．、　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　
1丶

…一一一

　擬懸灘懸　 ・

　 　 　 　 ： 110 分 　　擣 i1−20分 　　鬮 2［
−30「分　　幽 31 分

一

図 3．自宅 か ら プ レ イ ス ク
ー

ル まで の 所要時間

tc　9．プ レ イ ス クール まで の直線距離 ・所要時間

　　 （交通 乎段 別）

［雑 創］ M弌 8 ［福岡］ 博；23

直線距雌 1 所要畤 間 直線距離 所 要 時間

全体 3・2k・
417

・4分 1，4km14 ．3分
i徒歩 0，5km12 ．6分
i自転 車 1：讐 ＋ 鶚 」．監km13 ．3分
…家の 車 窪・

°k塗．．ト．
16・畍 2．7km14 ．7分一 ．

…パ ス
・
電車

．．
　 7，7km 　 　 50．0分 h．6km20 ．0分

直練距 離、所要 時間とも平 均値を示 す

えて くれ る か ら」 とい う項目を入会理 由 と して あげ て

お り，活動内容は 人会 を決定付け る 重要な要因で あ る

と考え ら れ る．また，「プ レ イ リ
ー

ダ
ー

が い て ，安 心

だ か ら」と い うプ レ イ ス クール の 特徴 を入会理 由 と し

てあげる 回答 も多い ．

　プ レ イ ス クール 別に 入 会理 由をみ る と，［雑創］で

は
，

全 体的 に ［積極的理 由］が 多い ．特 に 「自然 の な

か で 思 い きり遊 べ る か ら （91％ ）」（p く 0．01）は，回

答率が もっ とも高 く，自然に恵まれた森の 中とい う立

地 が非常 に 魅力的で あ る こ とが わ か る ．

　
一

方，［福 岡］で は
， rvaぶ 時間 を持た せ た い か ら

（70％ ）」 （p＜ 0．01）や 「色 々 な遊び を教えて くれ る か

ら （83％）」（p ＜ 0．01） と い う ［積極 的理 由］ と と も

に，「近所 に 遊び場が ない か ら （52％）」（p く 0．05） と

い う ［消極的理由］が あげ ら れ て い る．こ れ は，遊び

場の 少ない 都心 に居住す る子ど もに
，

で きる だ け多く

の 遊び の機会と安心 で きる遊び環境 を与えた い とい う

［福岡］の 特徴 ともい え る．

　（4） プ レ イス クール の 利用状況

　次に，プ レ イス ク
ー

ル の 利用状況 を明 らか に す る た

め，活動へ の 参加状況 ，来所 の 際 に 利用す る 交通手段 ，

来所に要する時間に より分析す る．

　  参加状況

　活動回 数 は，［雑創］が 週 1 回 ：土曜 日 ， ［福岡］は

週 2 回 ：水 ・土曜日 で あ る． 1 カ 月あ た りの 活動 へ の

参加状況 を表 8 に示す ．両 プ レ イス ク
ー

ル と も 「毎回」

（［雑創］； 4 回，［福 岡］：7〜8 回）と い う回答が多い ．

　  交通手段

　自宅 から プ レ イス クール まで，も っ ともよ く利用す

る交通 手段 は 図 2 の とお りで あ る．［雑創］は，「家 の

車 （66％）」 が もっ と も多く，親の 送 り迎 え に よ り来

所 して い る予 ど もが 多い こ と が特徴で ある．こ れ は ，

遠 方 に居住す る 子 ど もが 多い こ と，起伏の あ る森の 中

に位置する こ と等が 要因と し て 考えられ る．L福 岡］

は 「徒 歩 （35％〉」「自転車 （26％）」に よ る 来所が 多

く， こ れ らの 子 ど もは ，近 隣 に 居住 して い る た め ，

「ひ とりで 」 あ る い は 「友だ ち と 緒 に 」来所し て い

る場合が ほ とん どで ある．しか し ， 都心地区 に あ る た

め ，「ひ とりで」来所 させ る に は，交通量 の 多さが危

険で あ る と指摘す る 意見 もあ る．

　  所要時間

　 自宅か らプ レ イス ク
ー

ル まで の 所要時 間は ，両 プ レ

イ ス クール ともに約 80％ が 「20 分以内」 と 回答 して

い る （図 3）．平均所要時間は ［雑創］17．4 分，［福 岡］

14．3 分で ある （表 9）．匚福岡］で は 52％ が 「IO 分以

内」 と 囘答 し て お り，「徒歩 ・自転車」に よ る 来所 に

限 る と， 8 割近 くが 「10 分以内」 と回答 して い る．

［雑 創］の 「バ ス
・電車」利用者に は，片道 工時間近

くを 要 して い る 子 ど も もみ ら れ，往復 の 所要時 間 を考

え合 わ せ る と，こ の よ うな 子 どもた ち に とっ て ，来所

に 要す る時間 は大きな負担に な っ て い る と考え られる．

　  　プ レ イ ス クール に対す る評価

　 1）　 運営に対す る評価

　 プ レ イス ク
ー

ル は会員制 で 運営 され て お り，会費は ，

［雑創］［福岡］の い ず れ も 8，　OOO 円／月で あ る ．運 営
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プ レ イ リ
ー

ダーの い る 子 ど もの 遊 び 場 に対 す る ニ ーズ と評価

o％ 20％ 4Q％ δo咒 80Kioo ％

　　　　　 　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r ”wwtttm　tt’．t．t．　　　　　　　

［翻   ［二二 簗 二
宀『

二 i二二：灘 　 22 弓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 Nー

  隅 ［ ＿＿．螺 ．一＿ 一　：璽羅鑼鑼驪翻

口 今の まま でよい 冊 姫 きな と妾に 行け る方 が よい 闘 その 他 an不悶

　　　　　 図 4．活動 回数 に 対す る評価

　 　 　 O％　　　　　 2e％　　　　　40［9　　　　　6鯲 　　　　　　90％　　　　　10C） 

：lll：：：：購攀課矗 舗
［1］か な り爾 い 驪 躅 い 曙 やや 窩い 鬮 ち よ うどよ い 1黝靈 い ［1不 昵

　　　　　　 図 5．会費に対す る評価

に 対 して
， 保護者 は どの よう に評価 して い る の か を明

ら か にするた め，  活動 回数，  会費に対す る評価

に よ り分析す る．

　  活動回数

　活動回数 に 対する評価 は図 4 の とお りで あ る．両プ

レ イ ス ク
ー

ル とも に 約 60％ が 「今の まま で よ い 亅と

現状 を肯定 して い る．「好きな とき に行ける方が よ い 」

と い う項目 に対 して は，［福岡］が 35％ で ，［雑創］

の 13％ に 比 べ る と回 答 が 多い ，こ れ は，［福岡］の 場

合，比較的近隣に住ん で い る 子どもが 多く，子 ど もが

一
人 で行ける距離に プ レ イス クー

ル が位置 して い る が，

［雑 創］は 遠 方 に 住 み ，親に よ る 車 で の 送 り迎 え が 必

要な子どもが 多い こ と に起因 して い る と考えられる．

匚雑創］の 「そ の 他」 に は，「理想は毎 日 開放 され，子

どもの 好きな ときに行け る 遊 び 場 と な る こ と で あるが，

家か ら遠い
・
送 り迎 えを毎回で きな い ・下校時刻が遅

く子 ども に 時間的余裕が な い な ど の 距離 や 時 間 の 阻害

要因 の あ る 現状 で は
， 週 1 回以上 の 活動参加は無理 で

ある」とい う意見が複数み られる．

　  会　 費

　会費 に対 す る 評価 は 図 5 の と お りで あ る．会費は，

1週 間の 活動回数が異 なるため， 1 回あた り 匚雑創］

2，000円，［福 岡］1，000円 で あ る．単価 の 高い ［雑創］

で は 「か な り高い 」「高い 」とい う評価が多く，［福岡］

で も 「や や 高 い 」 を加 え る と 8 割近 くが 高い と評価 し

て い る．子 ど もの 遊 び に 会費 を払 う こ と自体に 不 自然

さ を感 じ る 回答者 も少 な くな い ．しか し，「高い 」 と

感 じる会費 を払 っ て で も多 くの 親 は こ の ような遊 び場

を求め て い る とい え る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔％ 〕．
0　　　　 20　　　　 40　　　　GG　　　　臼O　　　 loo
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藤 纛

；

諜
．
齋

； ：

灘 靉 靈葱「
の ような人 　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 g61
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

瓢獄
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・・ た ・き醐 ・ の ・ て ・れ・人 覊 鹸 ，。

親のかわりに遊んでくれる人　　　覈 嬰 14

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2s

蠍
遊びやい じめか ら守・ てく

職 3

騨
鬣 黜

醤… 灘 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 不 明 寄除く、複数回 答

図 6，プ レ イ リーダー
の 役割

　 2）　 プ レ イ リーダーに対する 評価

　プ レ イス クー
ル の 大きな特徴は，専任 の プ レ イ リ

ー

ダ ーが 常駐 し て い る こ と で あ る ．「プ レ イ リ
ー

ダ
ー

（play　leader）」 は直訳 する と 「遊 びの 指導者」 とな り，

子 ど もに 遊 び を教 え指導す る 人の 意味 に な る．しか し
，

こ れ は ヨ
ーロ ッ パ で 使 わ れて い た言葉をそ の まま直輸

入 したもの で，プ レ イリ
ー

ダ
ー

の 役割を適切 に表現 し

て い る と は 言 い 難 い ，

　 そ こ で ，プ レ イス ク ール で は ，プ レ イ リーダーは子

ど もに とっ て どの ような存在で あ り，どの よ うな役割

を果 た して い る の かを質問 した （図 6）．

　両 プ レ イス クール で最も回答の 多か っ た項目 は 「親

で も先 生 で もない ，年上 の 友だちの よ うな人」で ，次

い で 「遊 び も含め て い ろ い ろ な こ と を 教 え て くれ る 人」

で あ る，プ レ イス クール で は ，子 ど もたち は プ レ イリ

ー
ダーの こ とを愛称で呼ん で お り，そ の こ とも先生 と

い う イ メ ージ を払拭 し， 学校 の 先生 と は 全 く違う身近

な存在 として 受け止 め る こ とに 役立 っ て い る と考え ら

れ る ．また，プ レ イ ス クー
ル の プ レ イリ

ー
ダ
ー

たちは，

子 ど もを 上 か ら押 さえつ け た り，強制す る こ とな く，

子 ど もと同 じ位置 に立 っ て 接 して お り，親が して や れ

な い よ うな遊 び （時 間的な余裕 の な さ，知識 ・方法の

不十分 さ に よ る ） を予ど もに教える こ とも多い ．その

た め
，

プ レ イリ
ー

ダ
ー

は，親 ・子の どち ら に とっ て も

非常 に 魅力的な頼 もしい 存在 と して評価さ れ て い る，

さ ら に
，

プ レ イ リーダー
へ の ヒ ア リ ン グ や 活動 の 観察

を通 し て 明 ら か にな っ た こ と は，子どもが求め る プ レ

イ リーダー
像 は多種多様 で あ るため，性別，性格，得

意分野等が 異 な る プ レ イ リーダー
が，複数存在 し て い

る こ とが 重要で あ る と い うこ とで あ る，複数の視線で
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　 表 10．プ レ 予 リーダー
に対す る評価 ・要望

O ： プ ラス 評価　● ： 要望　　　　　　　　　　（複数回答）

子 ども との接し方

［雑創］O 親 や学校 の 先生 とは 違 う大入 とし て接 して くれ る （7）

　 　 　 ○ 子 ども
一

人
一

人に 配慮 して くれ る （7）

　 　 　 ○ 子 ども と同 じ位置 ・視 点 ・高 さで 接 し て くれる （6＞

　 　 　 ○ 子 どもの 持 っ て い る カを引き出して くれ る （2）

　 　 　 ○遊 び の なか で体 を使 っ て 子 どもを り一ドして くれ る

　 　 　 　 （2）

　 　 　 ○ 子 ど も と距 離 を 置 き，強制 は しな い （2）
　 　 　 ○ 子 ど も に忍 耐 強 く付 き合 っ て くれ る （2）

　 　 　 ●子 どもが リ
ーダーに 頼 りす ぎな い よ う子 ど もた ち に

　 　 　 　 自主的 な活 動を させ て欲 しい  

　 　 　 ● も っ と積 極 的 に 接 して欲 しい （1）

　 　 　 ●精神面 で も支え て 欲 し い （1）

［福岡］○子 どもの 目線に 立 っ て ，個人を尊重 して くれ る  

　 　 　 ○子どもの 気持ち をわか っ て くれ る （2）

プ レ イ リ
ーダーと し て の 資質

［雑創］○ 自然 の こ と物作 りの こ とを よ く知 っ て い る （4）
　 　 　 ○ 親 の 知 らない こ とを 子 ども に伝 えて くれ る （3）

　 　 　 O 遊 び を た く さん 知 っ て い る （2）

　 　 　 ○ なん で もよ く知 っ て い る（2）

　 　 　 ●理 論 （子 ど もの 発達や 心理 等）を備 えて 欲 しい （1）
　 　 　 ●ボ ラ ン テ ィ ア リ

ーダー
の 資 質を向 上 させ て 欲 しい （1）

【福岡 ］ ○ 子 ども の 世 界 に 心 か ら入れ る人 が 多い （2）
　 　 　 ○ 手作 りす る こ とが 上 手 （1）　 　 ○ 向 上 心 が あ る （1）

親 に と っ て
・
子 ど もに と っ て の 存 在

囃 創］O 貴重 な存在，大切 な 存在 （9）
　 　 　 O 子ど もに とっ て 親 しみやす く信頼 で きる 大人 （8）

　 　 　 Q 親 に と っ て 頼 も しい 存在 （7＞

　 　 　 Q 子 ども に とっ て 大好 きな遊 び 相手 （5）
　 　 　 ○親 に と っ て 安 心 で きる 存在 （4＞

　 　 　 O 昔 の ガ キ大将 的存在 （3）

　　　● 落ち着 い た 話 の で きる 存在 に な っ て 欲 しい （1）
　 　 　 ● も っ と威厳 の あ る存在 に な っ て 欲 しい （1）

　 　 　 ●子 ども た ちの 精神的支え に な っ て 欲 しい （1）

〔福剛 ○親 も子 も信頼で きる 存在 （6）

　 　 　 ○親に とっ て学校の 先生とは違 うよき相談 相手 （2）

　 　 　 ○ 子 ども に とっ て 貴重 な大人 の 友だ ち（1）

その 他

〔雑創］●お 金を払わ な くて も近所 に プ レ イ リーダーが い て欲

　 　 　 　 し い （2）

　 　 　 ●プ レイ リ
ー

ダ
ー

の 社 会的地位 を認 め て欲 しい （2）

［福岡 ］●親 と の 交 流 を も っ と して 欲 しい （3）
　 　 　 ● 自分 の 子 ど もの 様子を聞かせ て 欲 しい （2｝

［雑創】：69 世帯中 55 世帯回答，［福 岡］：23 世帯中 15世 帯回 答

（　 〉内の 数字 は 回答数を示す ；類似する回答をまとめ たもの

子 どもの遊びを見守る こ とは，遊び の安全性 を高め る

た め に も必要 で ある ．

　プ レ イ リ
ーダーに対す る 評価 を 具体 的 に 把握す る た

め ，「プ レ イ リ
ーダー

に 対 する 評価 ・要望」を自由記

述方式 で 求めた （表 10），［雑創］は対象世帯 69世帯

中 55世帯か ら，［福 岡］は 23 世帯中 15世帯か ら回答

が得 ら れ た．全体的 に プ レ イ リーダーの 仕事 ・存在 ・

子 どもへ の接 し方に肯定的な捉え方を し て い る 回答者

が多い ．プ レ イ リーダー
に 対する 評価 と して ，「親と

も学校 の 先生 と も違 う存在の プ レ イリ
ーダーは

， 母親

に と っ て は信頼で きる頼 もしい 存在で あり， 子どもた

ちを個性に応 じて うまくリ
ー

ドし，親 に は で きな い 遊

び を教え て くれ，エ ネル ギ ッ シ ．Z に活動 し て くれ て い

る」 とい う内容の 意 見が複数み られ，プ レ イ リ
ー

ダー

に対 して 信頼と安心感を寄せ て い る 回答者が 多い こ と

が わ か る．プ レ イリ
ーダー

に対す る要望 に は
， 子 ども

との 接 し
．
方に関する もの が多 い ．「了

・
どもが リ

ー
ダ
ー

に頼 りす ぎない よ う子どもた ち に 自主的な活動を させ

て欲 しい 」とい う意見もあれ ば，そ れ とは逆に 「もっ

と積極的 に関わ る べ きだ」 とい う意見 もみ られ る，ま

た，「精神面で も支え て欲 しい 」や ，「落 ち着い た 話も

で きる よ うにな っ て 欲しい 1 とい う意見 もあ る．そ の

他 の 要望 と して ，「お金 を払わ な くて も近所に プ レ イ

リ
ー

ダーが い て欲 しい 」「プ レ イ リ
ー

ダーの 社会的地

位 を認め て 欲 しい 」などが ある．また ，［福岡］で は ，

親 の 送 り迎 えな しで ひ とりで 来所する子 どもが 多い た

め，1親 との 交流 をもっ として 欲 しい 」「自分 の 子ども

の 様子 を聞か せ て欲 し い 」 とい う保護者 とプ レ イ リー

ダー
の 交流 を望む意見 もみ られ る．

　 3）　 プ レ イス ク
ー

ル に 対す る 評価

　プ レ イス クール に対す る 全般的な評価 を明ら か にす

る た め ，図 7 に示す 25項目 に つ い て 「そ う思 う」「ど

ち ら と もい えな い 」「そ う思 わ な い 」の い ず れ で あ る

か をたず ねた、

　 1．立地 ・遊び環境の 各項 目を み る と，「豊かな 自

然環境 の 中で遊べ て よ い （『そ う思 う』 の 回答率 ：［雑

創ユ100％，［福岡19％，以下 同様 の 表記 〉」 で は，森

の 中 に位置す る ［雑創］の 評価 が 非常に高 く，自然を

活か した 活動が 評価 さ れ て い る こ とが わ か る （pく

0．OOI）．「子 ど もに と っ て 居 心地 の よ い 場所 と な っ て

い る （［雑創］88％ ，［福岡］91％ ）」で は，立地 の 相

違に 関係な く両者で 評価が高 く，プ レ イ ス クール とい

う遊 び拠点 が
， 学校や家 と は 違 っ た子 ど もの 居心地 の

よい 場 所 とな っ て い る こ とが評価 され て い る とい える．

また，「家から遠 い の で 通 うの が大変で ある （［雑創］

28％ ，［福岡］36％）」 とい う項目 で は，［雑創］ の 7

割近 くの 子 ど もが 家の 車で 通 っ て い る に もか か わ らず，

「通 うの が 大変」 に 同意する人は少数で あ り，遠 くて

も通わせた い とい う保護 者 の 意識が うかが える．

　 2．遊 び内容 の 項 目で は ，い ず れの 項 目も非常 に高

い 評価 を得て い る，保護 者か ら高 く評価 され て い る プ

レ イ ス クール の 遊びは ，専任の プ レ イ リ
ー

ダーが常駐

して い る こ ととともに，プ レ イ ス クー
ル が専用 の 活動

拠点 を持 っ て い る こ と に よ り成 立 して い る と い え る．
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1 ．立地 t 遊び環境

豊 かな 自然 環 境の 中で 遊べ て よい

建物デザ イン が子 どもの 遊び珮境に ふ さわしい

子 どもに とっ て 居心地の よい 場所となっ て い る

家か ら遠い の で 通 うの が 大 変で ある

子 どもが ひ とりで 通 え る場所 に あっ て よい

2 ．遊び内容

変わっ た遊びや 体験 がで きて よい

モ ノ作りが で きて よい

手 作りの遊具 で遊べ て よい

遊びに 関する規制が 少ない の で よい

火 遊び ・探 険などの 大 胆な 遊びが で きて よい

子 どもの したい 遊 びが 思 い きりで きて よい

3 ．遊び仲間

異 年齢の 友だちと遊べ て よい

大勢の 友だちと遊べ て よい

他の 学校の 友だちと遊べ てよい

会員制な ので ，気心 の 知れた 友だちと遊べ て よい

プレイリ
ー

ダ
ー

と遊べ て よい

4 ．運営

会員制なの で．義務的に子 どもを行か せて しまう

週に 1回なの で 1度休 むと行 きづらい

プ レイり
一ダーが 少な い

5 ．交流 ・子育 て 支援

親が子 どもか ら餌放され る

親同憲，子 育て をす る仲間が で きて よい

プレイU一ダーに 相談に の っ て もらえ るの が よい

親 子 で 参加 するイベ ン トが あっ て 楽 しい

親 同 志 の 交 流が もっ とあっ た方 が よい

親 とプレイリ
ー
タ
’一

の交 流がもっ とあうた方 が よい

凡 　　例
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■ そう思 う　 eeどち らともい えない 　 □ そう思わない

［雑創］と［福岡］の クロ スに おい て X2 検 定 ；＊：pくO．05，＊宰：p〈O．Ot，＊＊＊；pくe、OOI，不 明を除く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 7．プ レ イ ス クール に対する評価

プ レ イス クール の 専用 の 活動拠点では，遊 び に 関する

禁止事項 も少 な く，子 どもたちは遊 び を阻害さ れ る こ

とな く，思 い 切 りの びの びと遊ぶ こ とが で きる．また ，

「モ ノ 作 り」をす る 遊 び で は，道具や 材料 の 保管 をす

る こ とが で きる た め
，

1 日で は 完成 しな い 作品 を次 回

まで 保管で きる な ど，遊 び に継続性 を持 たせ る こ とが
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表 IL プ レ イ リーダーの い る子 どもの 遊び場 に対す

　　　 る自由意見
　O ： プラス 評価 　● ： 要望　　　　　　　　　 （複数回 答）

立地 ・遊び環境

［雑創ユ○ 森や 川 に 恵 ま れ た 自然環 境 が 非 常 に 魅力 的 で あ る

　 　 　 　 （12）

　　　●子どもが 1 人で 通える範 囲に ， こ の よ うな遊び場 が

　 　 　 増 え る こ と を望む （12）

［福岡］●子 ど もが 1 人で 歩い て行 ける 自宅 の 近 くに こ の よ う

　 　 　 　な遊び 場が あれ ば よ い （の

遊び内容

［雑創］ O 自然の なか で 頭 と体 を使 い 思 い 切 り遊 べ て よい （12）

　　　O 自然 の な か で の 遊 び に は危 険 が 伴 うが ，リ
ー

ダ
ー

が

　 　 　 　見守 っ て い るの で，安心 で き る （7）

　　　O 日常で は で きない 遊 びがで きるの が よい （6）
　 　 　O親で は で きない 遊 びを リーダーが提供 して くれ る（5）

［福岡 コO 家庭 で は 体験 で き ない こ と を させ て も らえ る （3）

　 　 　O 単な る 遊び場 で は な く精神的発達に 良い 場で あ る（3）

　 　 　O 自由に と こ とん遊 べ る場で ある （1）

遊び仲間

［雑創】O リ
ーダーの 存在 が 貴重 （8）

　 　 　0 異年齢で遊べ る の が よい （3）

　 　 　○ い ろい ろな小 学校 の 子 と遊べ る の が よい （1）

　 　 　● ほ ん と うは リ
ー

ダ
ー

な しで 異年齢 の 子 が 遊ぷ 集 団が

　 　 　 　 あ っ て ほ しい （1）

　 　 　●遠 くか ら通 う子 が 多 い の で，仲 良 くな っ て も週 1 回

　 　 　 　の つ きあい で は 少 な い （1）

［福岡】○ り一ダーの 存在 が 貴重  

　 　 　○色々 なパ タ
ー

ン の 友だ ち を作 る こ とがで きる （2）

　 　 　●週 2回 で は友 だ ち 同士 の つ きあ い が 密に なれ ない （1）

その 他

［雑創］● 高い 月 謝を 払 っ て ブ レ イ ス ク ール で 遊 ん で も ら うこ

　 　 　 　と は，不 自然 で 不 思議 な現象 で あ る （2）

［福岡］O 子 ど も が 学校 と も家 と もち が う子 ど もに と っ て 居心

　 　 　 　地 の よい 居 場所 を確保 で き る の が よい （5）

［雑創］；69 世帯中 65 世帯回 答，［福岡 ］；23 世帯 中 IS世帯回答

（　 ）内の数字は回答数を示 す ：類似する回 答をまとめ たもの

で きる，さらに ，雨 の 日で も屋 内活動が で きる ため，

安定 した活動を続ける こ とが で きる，こ の ように プ レ

イ ス クール の 遊 び 内容は専用 の 遊 び拠点に支えられて

い る とい える．

　 3．遊 び仲 間 に 関す る項目 も，ほ とん どの 項 目 で評

価が 高 く，プ レ イ リーダーと
一
緒に異年齢で 集団遊 び

が で きる こ とが 高く評価され て い る こ とが わ か る ．し

か し， 「会員制 な の で
， 気心 の 知 れた友だ ち と遊 べ て

よ い （［雑創］63％ ，［福岡ユ65％）」 とい う項日は，

遊 び仲間 に 関す る他 の 項日 よ りも 「そ う思 う」と い う

回答が や や 少な い ．その 要因 の ひ とつ と して
， 遊 び 仲

間を会員とい う枠組み に 限定 して しまうこ とへ 疑問 を

感 じる 保護者が い る こ と が考えられる．

　 4．運営 の 項 目で は，「会員制な の で義務的に行か

せ て しま う （［雑創］22％，［福 岡］17％）」 に 「そ う

思 う」と回答 した 人 は少数で は あ る が ，会費を払 っ て

い る か ら休ませ ずに行か せ よ うとする保護者が少な か

らず 存在す る こ とが わか る．また，「プ レ イ リーダー

が 少 な い （［雑創］28％ ，［福岡］13％ ）」 と い う項 目

で は
， ［雑創］の 同意率 が高 い ．こ れ は，常勤 プ レ イ

リーダ ー 1 人当た りの 会員数 が ［雑 創｝28．8 人 ［福

岡］ユ5 人 と倍近 く違うため と考え られ る ．

　 5．交流 ・子育て 支援の 項目 で は ，1
．
プ レ イ リ

ー
ダ

ーに 相談 に の っ て も ら え る の が よ い （［雑創］58％ ，

［福 岡］65％）ll親子で 参加す る イベ ン トがあ っ て 楽

しい （［雑創ユ64％ ，［福岡］65％ ）」 の 項 目が 両者 に

お い て 評価 さ れ て い る ．一
方 ， 「親 とプ レ イ リ

ー
ダ
ー

の 交流が もっ とあ っ た方が よい （［雑創］27％ ，［福岡］

65％ ）」「親同志 の 交流が も っ とあ っ た 方が よ い （［雑創］

19％ ，［福岡］48％ ）】の 2 項 目で は，［福 岡］の 同意

率が 高 い （p 〈 0．Ol）．こ れ は，［福岡］は ［雑創］に

比 べ ，子どもの 送り迎えをする親が 少な く，親が プ レ

イ リーダー
や他の親 と接する機会も少な い の で ，交流

の 機会 が 増 え る こ と を望 む 親が い る た め と考えられ る．

　4）　 プ レ イ リ
ー

ダ
ー

の い る遊び場に 対する意見

　前述 の プ レ イス ク ール に対す る評価項目とは 別に ，

プ レ イリ
ーダー

の い る 遊 び場 に対す る評価 を具体 的 に

把握す るた め ，「プ レ イ ス ク
ー

ル の よ うなプ レ イ リ
ー

ダーの い る 遊 び場に対
．
し て どう思 うか （自由意見）」

との 質問を した （表 ll），［雑創］69世帯中 65世帯 ，

［福岡］23 世帯中 18 世帯か ら回答が得 られた．［雑創］

で は，自然の なかで 遊 べ る こ と，プ レ イリーダーの存

在に よ り遊び内容が 広が る こ と
， 子 どもが 創造的に遊

び を展開す る こ と を評価す る 意見が多 くみ られ る ，

［福 岡］で は，プ レ イス ク
ー

ル が 子どもた ち に と っ て

居心地の よい 居場
．
所に な っ て い る とい う意見が み ら れ

る．い ずれ の プ レ イス ク
ー

ル で もこ の ような遊 び場が

も っ と身近 に存在す る こ とを希望す る 意見が多い ，

方で ，会費を払 っ て 通 わ せ る こ とへ 疑問 を抱 く意見 や
，

回数が 限 ら れ て い る た め に友だ ち との つ きあ い が密 に

なれ ない と い う意見 もみ ら れ る ．

　4．要　　約

　プ レ イ リーダー
の い る子 ど も の 遊iび 場 と して

， 郊外

に 立地 す る 「雑創 の 森 プ レ イス ク
ー

ル 」 と，都心 に 立

地す る 「福 岡 プ レ イス ク
ー

ル 」 に お い て 調査 を行 い ，

プ レ イリ
ー

ダ
ー

の い る子どもの 遊 び場の 利用実態，保

護者の ニ
ーズ ・評価に つ い て 考察 した．結果は以下 の

よう に要約 され る．

　（D　プ レ イ ス ク ール へ の 入会 を 決 め た 理由 は ，最近

の 子 ど もの 遊 び に つ い て ，危機感 ・不安感を抱 く保護
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プ レ イ リ
ー

ダ
ー

の い る 子 ど もの 遊 び場 に対す る ニ
ー一ズ と評価

［雑創］・［福剛 共通

複数の 専任 プ レイ リ
ーダーが 常駐す るこ と

  子 ど もの 多様な要 求に対 応 した 活動 が 可能

  様 々 な遊び が 経験で き る （非 日常の 遊び ，危険 を伴 う遊び 等）

  Fどもの 遊び の 安全 性が確 保 され る

  プ レイ リーダーと子 ども ・親の 間に 信頼 関係 がで きる

専用 の 活動拠 点 が ある こ と

  子 どもの 遊び を阻9 されない 　 　  活動 準備 に使 え る

  道 具や材料 を保管 で きる　 　 　 　  雨の 日に も使用で きる

会費制 ・会 員制で あるこ と

  財政的 に安定 して い る   遊び 仲間が確保で きる

保護者の 子 どもの 遊び に対す る意識

  子 どもの 遊び につ い て 危機感
・不 安 感を 抱 い て い る

［雑創】 ［福岡］

自然環境に 恵まれた遊 び空間 安全な遊び場が少ない 居住環境

  森，谷 ，池 な ど周囲 の 臼然環境

が遊び の フ ィ
ー一ル ドにな る

  手 作 り遊 具 が 様 々 な 遊 び を誘 発

す る

  変化に 冨 ん だ 地形 に よ り遊び が

広 がる

  自然の 素材 （±，水，仇 野 草，
昆虫，魚〕を容易 にみ つ け るこ と
が で き る

  普段は規制 され て い る場所 （森，
池等）ヘプ レ イ リーダ

ー
と共に 行

　 く こ とが で き る

  非 日常 な遊 び （火 遊び ，基 地 遊

び 等）を展 開 で き る

  集合 住宅 居 住者 が 多く ，自宅周 辺

　に屋外遊び 場が 少ない

  子 どもが遊べ る公 圓が少ない （整

備 状 況 が悪 い ，浮 浪 者が い る等 ）

  周 辺 の 道 路 は 交 通 量 が 多 く，危

険で ある

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 活動圏域内の 充実 した公 共施設群

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （体育館，児童館，図書館等）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   周 辺 の 多 くの 公 共 施設 を 利 用 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 て活 動 を広 げ る こ とが で き る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 近隣 に居住す る会員が多い こ と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   週 2 回 の 活動が 可能

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   r・どもだけで 通 うこ とが可能

　 　 　 会員世帯の特激

  子 どもを送迎が 可能

図 8．［雑創］
・
［福 岡］プ レ イ ス クー

ル の 成 立 要件

者が多い ため，活動内容 とと もに，プ レ イ リ
ー

ダーの

存在が重 要視 さ れ て い た．［雑創］で は 恵まれ た 自然

環境に あ る プ レ イ ス クー
ル の 立地 が 入会の 大きな要因

と な っ て い た が，［福 岡］で は居住地域 の 遊 び 環境へ

の 不満か ら，子ども に遊 び時間を積極的 に持たせ るた

め に 入 会させ る ケ
ー

ス が み ら れ た ．

　（2） ［雑創］は ［福 岡］に 比 べ 利 用者 の 居住地が広

域 に 分布 して い た．そ の ため ，［雑創］は，保護i者 の

車に よ る送迎に よ り来所する子どもが 多い が t ［福岡］

は，比較的近隣 に居住する 子 どもが 多い た め ，子 ども

だけ で
， 徒歩 ・自転車 に よ り来所 する子 どもが 多か っ

た．

　（3＞ 活動回数 に関す る評価 で は，い つ で も自由に遊

び に行け る こ と を理 想 と しな が ら も， 学校 か ら の 帰宅

時刻 が 遅 い こ と，塾 ・おけい こ 事へ の 参加，送 り迎 え

が 必要 で あ る こ と な ど の 要因 に よ り，現状 を肯定す る

評価 が 多か っ た ．ま た，会費を 「高い 」と感じなが ら

も，子 ど もを通わせ る保護者が多い こ とが明 らか に な

っ た．

　（4） プ レ イ リーダーを 「親で も先生 で もない
， 年 lt．

の 友だ ちの よ うな人」「遊 び を含め て い ろ い ろ な こ と

を教 えて くれる人」 と考える保護者が多く，そ の 存在

は親子 どちら に も重要で ある こ とが 明 ら か に な っ た．

　  　プ レ イ ス クール は
， そ の遊び内容や遊 び仲間 が

高く評価 され，日常 で は 得難 い 遊 び 経験 を提供す る と

こ ろ で あ る と評価され て い た，プ レ イス クール の よう

なプ レ イ リーダー
の い る遊び場が ，子どもが ひ とりで

行け る 範囲内 に 設置 され ，い つ で も無料で 利用 で き る

ように なる こ とを望 む意見が多か っ た．

　  　
・
方，次の よ うな 問題点 も明 ら か に な っ た． 

会員制 の ため入 会で きる子 どもが 限定され る．  活

動 日，活動時 間が限定 され て い る．  広域 の 子 ども

を対象 とせ ざる を得ず ， 近隣性に 欠け る ．  親 の 送

り迎 えに依存してい る．

　 5．ま と め

　プ レ イ リーダー
の い る 子 ど もの 遊 び 場 と して ，本研

究 の 調査対象と した ［雑創］［福剛 の 両プ レ イス ク

ール の 成立要件を図 8 に整理 して 示す，郊外，都心の

い ず れ の 立 地 に お い て も ， 子 ど もが の び の び と 自由 に

そ して 安全 に，多様な遊 びを展開す る こ とが で きる遊

び場を成 立 させ る た め に は，
“
複数

”
の

“
専任

”
プ レ イ

リーダー
が

F‘
常駐

”
す る こ と が特 に 重要な要件 で ある

と い える．

　 日本に は プ レ イ リーダーの い る子 どもの遊び場の事

例が 少な い た め，本研究で は，会員制 の プ レ イス クー

ル を調査対 象 と した が，遊 び 場 に プ レ イリ
ーダー

とい

う大人が常駐す る こ との 重要性が 明確に な っ た ，しか

し，本来，子どもの遊び場は，「い つ で も，誰で もが ，

自由 に無料 で 遊 び に 行 くこ とが で きる」 こ とが必 要で

ある．したが っ て，今後，プ レ イ リ
ー

ダ
ー

の い る遊び

場は公的に位置づ け られ る こ とが主流とな る べ きで あ

る．また ， 子 どもが ひ とりで 行け るため に は，身近 に

設置 され る必 要があ り，徒歩圏内，すなわ ち小学校区

単位 に 設置 され る こ とが望 まれ る ．行政の 支援 を充実

させ ，地域住民や ボ ラ ン テ ィ ア を巻き込 ん で ，専任 の

プ レ イ リーダーが 常駐する，地域の 特徴を活か した 遊

び 場 づ くりが進 め られるべ きで あ る．その た め に は ，

プ レ イリ
ー

ダ
ー

の 養成 も今後の 重要な課題 で あ る．

　子どもが 自由に の び の び と遊べ る環境を地域 に創出

す る た め に は ，既存の児童館，図書館，博物館 （こ れ

らの 施設に は必ず大人 が常駐 して い る）や公園等の 公

共施設 ・空 間 を 活用 し，こ れ ら を拠 点 と して 適正 に プ

レ イリ
ーダー

を配置 し， 子 どもの 遊 びネ ッ トワーク を
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構築 して い くこ と が考えられるが，その ため に は どの

ような要件が重要 で あるの か に つ い て今後検討し て い

くこ とが必要で ある．

　本研究 は 平成 9 年度文部省科学研究費 （基盤研究 C

2 ，代表者 ；瀬渡章子）を受けて行 っ た もの で ある．

また，本研究は 平井融紀 （奈良女子大学平成 9 年卒業）

と 中澤久美子 （同，平成 10 年卒業） との 共同研究に

よ り実施 した．なお，本研究に つ い て は 日本家政学会

第 49，50 回大会に お い て そ の
一

部 を発 表 した．最後

に ， 本調査に ご協力 い ただ い た皆様に感謝の 意を表 し

ます．
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